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主な記事 

・厚真町教育フォーラムのお知らせ 

・朗読とギターの演奏会のお知らせ 

・小中学校スピードスケート記録会 

・ミニバレーボール大会を開催 

・小中連携コーディネーターの配置 

・陶芸教室開催のお知らせ 

・室内ソフトボール大会のご案内 

・図書室だより 

・放課後子ども教室活動紹介 

 

 

「第３５回小中学校スピードスケート記録会」   今年の町民スケートリンクの利用は下記のとお 

を町民スケートリンクで開催します。参加する  りとなっています。 

児童・生徒へ大きな声援をお願いします。     皆さんのご利用をお待ちしています。 

 

◆と き 平成２７年１月３１日【土】       ◆利用期間 

     開会式 ：午前９時００分から      平成２６年１２月２５日【木】〔予定〕から 

   競技開始：午前９時３０分から      平成２７年 ２月２８日【土】まで 

        （開会式終了後開始）    ◆利用時間 

     中止の場合は２月７日【土】に順延    午前９時００分から午後８時００分 

◆ところ 町民スケートリンク（新町）       ※１２月３１日は午前９時～正午まで 

◆問合せ 教育委員会社会教育グループ       ※１月１日～３日は午後１時～午後４時まで 

  ☎２７－２４９５            ※天気や気温等により利用期間が変更になる 

                          場合もあります。 

                        ◆問合せ 

☎２７－３３０３（リンク臨時電話） 

 学校と家庭、地域が連携し、厚真らしく、子どもたちのよりよい学びの環境づくりをめざした「厚真

町教育フォーラム」を北海道教育庁胆振教育局と厚真町教育委員会の主催により開催します。保護者を

はじめ地域の方々の多くの参加をお待ちしています。 

 

と き 平成２７年１月１７日（土） ９：２０～１２：１０ 

ところ 総合福祉センター大集会室 

内 容 ①各学校の教育課題と取組の発表 【厚真町教頭会】 

     ②町内学校長、ＰＴＡ会長によるパネルディスカッション 

     ③秋田大学 阿部教授による講演  

テーマ「秋田県における学校と家庭、地域の連携協力の成果と課題」 

問合せ 教育委員会生涯学習課学校教育グループ ☎２７－２４９４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

学校・家庭・地域が連携して創る 
厚真の教育をめざして 
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本町では平成２４年度から文部科学省の教育課程特例校の指定を受けて小学校低学年からの英語活

動を実施しています。３年目を迎えたこの９月には厚真中央小学校を会場に９０名を上回る参加者を得

て公開研究大会を開催しました。 

 平成２７年度からは、小・中学校の英語活動の一層の充実を図るため、小学校中学年以下の外国語活

動に加えて、小学校高学年から中学校に「コミュニケーション科」を設け、「英語を活用できる児童・

生徒の育成」に向け、さらなる一歩を踏み出す準備を進めています。 

こうした中、教育委員会では北海道教育委員会の理解を得て、厚南中学校の根岸教諭を英語専科加配

教員として配置しました。 

この４月から、根岸教諭は本町の英語教育の向上推進のため小中連携コーディネーターとして学年間

のつながりを大切にした指導に活躍しています。 

 コーディネーターの役割は、厚南中学校で１学年分の授業を担当 

すると同時に、小学校の２校の外国語活動・英語活動を担任と共に 

実施する中で、小学校の先生方に英語専科としてのアイデアを提供 

したり、英語指導助手（ジェイク先生）との授業打ち合せの仲立ち 

をしたりして、より楽しい英語活動の授業が進められるよう取り組 

んでいます。 

 また、平成２７年度から実施予定の英語活動のカリキュラムづく 

り等の中核として、小学校の英語教育担当者と共にその業務に取り 

組むと同時に、小学校での英語活動の取組情報を中学校へ提供する 

ことにより、中学校の英語教育の一層の向上のための一翼も担う等、 

町全体の英語教育の向上に大きな力を発揮しています。 

 

11 月 30 日に「第 23 回ミニバレーウィンターリーグ」

がスポーツセンターを会場に開催されました。 

当日は 25チーム 157人と多くの選手が参加し、熱戦

を繰り広げました。また、荒波突破チームが有志でうど

ん・そばコーナーを設置し、選手や応援に来た方もお昼

に温かい食事で体を休めることができました。 

なお大会結果は以下のとおりです。（）は代表者名で

敬称を略させていただきます。 

◆◆Ａリーグ◆◆ 

優 勝 マーボーゴールド（木戸 大輔） 

準優勝 荒波突破Ａ   （中村 昇洋） 

第 ３位 荒波突破Ｂ   （中村 寛子） 

第 ４位 ミドル級     （大越 卓也） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇Ｂリーグ◇◇ 

優 勝  ざーます              （石橋 実穂子） 

準優勝  厚真高校と愉快な仲間たち （荻島 勝幸） 

第 ３位  ドリームズ            （山田 千津子） 

第 ４位  ＭＯＴＨＥＲＳ            （畑嶋 朝江） 

白老町を拠点に活動している陶芸家・吉田南岳

さんを講師に迎え、「ブラッシュアップ！陶芸セ

ミナー」を開催します。皆さんの参加をお待ちし

ています。 

◆と き ①１月２３日【金】10：00～16：00 

     ②１月３０日【金】10：00～16：00 

     ③２月 ６日【金】10：00～16：00 

     ④２月１３日【金】10：00～16：00 

◆定 員 各回 10名 

◆ところ 創作館「じゅらく舎」 

◆講 師 吉田南岳さん（セラミックスタジオＧＡＫU代表取締役） 

◆対 象 陶芸に関心のある町民 

◆内 容 釉薬（ゆうやく）の基礎的な知識と発

展的な使用法、ろくろを使用した作品

づくり、素材の特性を生かした作品づ

くりなどを中心に釉薬を使用したオ

リジナル作品づくりに挑戦します。 

◆参加費 300円程度 

(粘土の使用量によって変動します) 

◆持ち物 タオル、まえかけ、手ふき等 

◆申込み 平成２７年１月６日（火）から平成２

７年１月１６日（金）まで電話等で下

記までお申し込みください。定員にな

り次第申し込みを終了します。 

◆問合せ 教育委員会社会教育グループ 

☎２７－２４９５ 
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 冬期間の町民の健康・体力づくりと町民同士の

ふれあいを目的として「第２０回室内ソフトボー

ル大会」を開催します。皆さんの参加をお待ちし

ています。 

◆と き  ２月１７日【火】～２０日【金】 

      開会式 午後６時から（初日のみ） 

      第１試合 午後６時３０分開始 

      第２試合 午後７時３０分開始 

      第３試合 午後８時３０分開始 

◆ところ  あつまスタードーム 

◆出場資格  町民または町内の職場・学校に所属す

る方で中学生以上の方。職場・自治

会・グループなどチーム編成は自由で

す。 

ただし複数チームへの選手の２重登

録はできません。 

◆監督会議  ２月９日【月】午後７時 

◆申込み  ２月２日【月】午後５時までに各自治

会や前年度出場チームに配布の申込

み用紙に記入し下記宛に提出してく

ださい。（先着１３チーム） 

◆問合せ   教育委員会社会教育グループ 

☎２７－３７７５（スポーツセンター） 

 

 

厚真町教育委員会では、「朗読とギター」の演奏会を昨年に引き続き、今年はプラネタリウム室

で開催します。星を眺めながら、プロのアナウンサーとギタリストが繰り広げる臨場感あふれる朗

読と演奏をぜひご鑑賞ください。 

皆さんのご来場をお待ちしています。 

と き 平成２７年１月２０日 火曜日  

午後６時３０分から（１時間２０分程度） 

ところ 青少年センタープラネタリウム室 

参加費 無料（申し込み不要） 

演 目 ・宮澤賢治「ふたごの星」 

・ギター演奏（星めぐり） 他 

～出演者プロフィール～（敬称略） 

朗読 ：田嶋 扶二子 

テレビ静岡入社、その後フリーとなり活動。 

道新文化センター等で「音読による脳トレ教室」を開講。 

ギター：廣田 幸政 

道内で様々な楽器、朗読との共演。数少ない 19世紀ギター（古楽器）の奏者。 

廣田ギター教室主宰。 

２人の活動では、毎秋札幌の時計台ホールで宮澤賢治の作品を取り上げた演奏会を主催している。 

１１月２８日に開催された定例教育委員会の

会議の内容についてお知らせします。 

◆報告事項 

 英語教育先進地視察、町教育研究会研究指定校

公開研究会、第１６回胆振東部ＰＴＡ連合会研

究大会、厚真町文化祭、就学時健康診断時「家

庭教育セミナー」、第２３回ミニバレーボール

ウィンターリーグ、第６７回厚真町成人式につ

いて（１１件） 

◆協議事項 

 平成２５年度全国学習状況調査結果の概要に

ついて（１件） 

◆その他 

 小中学校ＰＴＡ役員保護者懇談会の開催につ

いて（１件） 

◆問合せ  

教育委員会学校教育グループ ☎２７－２４９４  
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 ★本を借りる以外にも図書室ではこんなことができます★ 
○読みたい本がない、または借りられている時… 

予約をすることができます。図書室にない本は、できる限り要望にお応えします。（お時間をい

ただくことやご希望に応じられない場合もあります。） 

「予約・リクエスト申込票」に書名、著者名、出版社などを記入して受付カウンターにお持ちく

ださい。電話・FAX でも受け付けています。本がご用意でき次第連絡します。（本によってはほか

の図書館から本を借りる相互貸借で対応することがあります。） 

○インターネットを使って情報検索をしたい… 

調査・研究のために無料で利用いただけるインターネット端末（サイト規制がかかっています。）

を設置しており、必要な情報を検索することができます。（利用する際は職員に声をかけ、使用方

法を守ってご利用ください。） 

○わからないことや調べたいことがあるとき… 

レファレンス(調査相談)サービスをご利用ください。レファレンスサービスとは、図書館司書が

調べものの参考になる本の紹介や最適な情報を探し出すお手伝いをするサービスです。（相談内容

によってはお時間をいただくことをご了承ください。） 

必要に応じて国立国会図書館をはじめ、他の図書館や専門機関の協力も得ながらサービスを行っ

ています。カウンターの職員にお気軽にご相談ください。直接来館できないときには、郵便、電話

やファックスでも受け付けています 

 
 

 

教育委員会では町内小学校在籍児童を対象とした読書感想文コンクールを開催します。 

青少年センター図書室では「読書感想文コンクールお助けコーナー」を設置しています。 

読書感想文におすすめの本や、読書感想文の書き方の本も置いていますので、「読書感想文の書き方

が分からない」「どんな本を読んだらいいかわからないという」という場合は一度図書室に相談に来て

ください。                ◆◆平成２６年度読書感想文コンクール◆◆ 

○応募作品について 

平成２７年１月２０日【火】までに学校の先生に 

提出してください。           

                      ○表彰式について 

平成２７年２月２１日【土】午前１０時から総合 

福祉センターで開催します。 

学校で配布された案内ちらしを確認してください。 

 

 

 
青少年センター図書室 

℡２７－２４９５（平日） 

℡２７－３９７７（土日） 

 

 

～夜間プラネタリウム投映会～ 

「オリオン座物語」 

 にぎやかな冬の星空の中でも存在感を放つオリオン座。今回はオリオン座とそれにまつわるお話

しをしていきます。空が晴れていれば天文台で実際に星を観察しますのでぜひご参加ください。 

と き １月１５日（木）午後６時３０分 

ところ 青少年センター２階 

※夜間プラネタリウム投映会、観望会は夜間開催のため、小・中学生のみでの参加の場合は保護者

の同伴もしくは送迎が必要です。 
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実用書 

 

 

 
■青少年センター図書室開館時間・1 月の休館日 

午前９時から午後５時（月・水・金・土・日） 

午前９時から午後７時（火・木） 

＊12 月 30 日【火】は午後 5 時で閉館になり

ます。 

１月１2 日【月】は祝日のため、１２月３１日

【水】から１月５日【月】は年末年始のため休

館となります。 

■絵本の読み聞かせ 

おはなしのびっこ 1 月 22 日【木】 

午前 10 時 30 分から午前 11 時 

絵 本 
 

 
ここに書いてある以外にもたくさんの新着図書

があります。みなさんどうぞご利用下さい。 

一般書 児童書 

■厚南会館図書室 

 午前 9 時から午後 5 時（月～日） 

※毎月５日・20 日が土日・祝日の場合は休館とな

ります。 

１２月３１日【水】から１月５日【月】は休館と

なります。 

■1 月の移動図書 

21 日【水】 

ともいき荘   午後 2時00分～ 2時30分 

23 日【金】 

上厚真小学校  午前10時10分～10時25 分 

30 日【金】 

宮の森保育園  午前10時10分～10時25 分 

上厚真小学校  午前10時35分～10時50 分 

ｳｿの言い訳をしていると、「ｳｿをつ

くならもっと上手につかなくちゃ」

と、えりこ先生。それって、上手に

ｳｿがつけたら叱られないってこと? 

・殉愛             百田 尚樹/著 

・自覚              今野 敏/著 

・ｷｬﾛﾘﾝｸﾞ             有川 浩/著 

・神坐す山の物語        浅田 次郎/著 

・ﾃﾐｽの剣            中山 七里/著 

・埋もれた牙          堂場 瞬一/著 

・3 時のｱｯｺちゃん         柚木 麻子/

著 

・まいごのおばけしりませんか？ むらい かよ/著 

・にんじゃざむらいｶﾞﾑﾁｮｺﾊﾞﾅﾅ  原 ゆたか/さく 

・空色のﾊｰﾌﾞのふしぎなききめ 

あんびる やすこ/さく 

・旅の終わりは妖怪ﾜｰﾙﾄﾞ    三田村 信行/作 

・ぜ～んぶあたる！心理ﾃｽﾄ＆名前うらない 

真央 侑奈/著 

・怪談ｵｳﾏｶﾞﾄﾞｷ学園 9・10      常光 徹/編 

・いっしょにあそばへん？   岡田 よしたか/作 

・やきざかなののろい      塚本 やすし/作 

・ほんをひらいて  ﾄﾆ・ﾓﾘｽﾝ/文 ｽﾚｲﾄﾞ・ﾓﾘｽﾝ/文 

・ゆでたまごひめとみーとどろぼう 

苅田 澄子/さく 

・おにいちゃんだいすき    ﾛｰﾗ・M.ｼｪｰﾌｧｰ/作 

・ほげちゃんまいごになる    やぎ たみこ/作 

・「働く意味」がわからない君へ  諸富 祥彦/著 

・鳥獣害ゼロへ！    日本農業新聞取材班/著 

・小さないじわるを消すだけで 

ﾀﾞﾗｲ・ﾗﾏ 14 世/著 よしもと ばなな/著  

・ﾎｰﾑﾚｽ農園           小島 希世子/著 

・嫌いなのに離れられない人    加藤 諦三/著 

・震災復興が語る農山村再生  稲垣 文彦ほか/著 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄの木に飾りがつきまし

た。くまぼうやが贈ったのは、

どんなﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄでしょうか? “ｷﾞ

ﾋﾞﾝｸﾞ・ﾂﾘｰ”から生まれた絵本。 

家族を失い、天涯孤独で身を寄

せ合う「まこ」と「嵯峨」。お互

いしか癒せない淋しさを抱え

た、ふたりの恋のかたちとは-。

静かな祈りに包まれる長編小

説。 

トップクリエイターの発想の

種を掘り下げる、BS 日テレの

トーク番組から生まれた本。 

『先生、しゅくだいわすれました』 

山本 悦子/作 

『ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄの木』 

いもと ようこ/著 
『発想の種 IMAGINE  

        発見編・育成編』 

川崎 健二/編著，茂木 健一郎/編著 

『鳥たち』 

よしもと ばなな/著 
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アイスシャーベット作り中！！ 

 すっかりと雪景色になってしまいました。長い雪の季節を思うとため息も聞こえてきそうですが、雪

の降り始めというのは、大人になってもどこかウキウキとした気分になるのは私だけでしょうか。子ど

もたちの上着もスキーウェアに防寒靴、帽子に手袋と衣替え。「雪遊びはいつするの？」と外での雪遊

びも楽しみにしている様子です。雪がもう少し積もったら、自由時間にも外で雪遊びをしたいと思いま

す。 

 11 月のプログラムではスポーツプログラムや、壁かけ飾りづくり、リンゴを使ったおやつづくりな

どを行いました。スポーツプログラムでは、高学年は大きなボールを指名した相手チームにとられない

ように動きながら飛ばして得点を競う『キンボール』というゲームを、低学年では足ではなく手でボー

ルをはじいてパスをしたり、ゴールを決めたりする『ハンドサッカー』を実施しました。スポーツをし

ていると当然のことながら、勝敗を決する場面が出てきます。勝って 

うれしい、負けて悔しいという感情の動きがあることもスポーツの魅 

力だと思い、活動の中に組み込んでいるのですが、最近ではゲーム開 

始前から「どうせ負けるからやりたくない」「別に勝ちたいって思って 

やってないから」と言う子が増えてきました。負けることへの不安な 

のか、勝敗がつく場面を避けるような言葉が目立ちます。実際にやっ 

てみれば楽しく遊んでいるのですが、負けたときこそ次につながるチャ 

ンス、勝ったり負けたりするけど楽しい！と思えるような働きかけが 

必要なのかな、と感じました。 

 子どもたちの発想力や人前に立って話をしたりする力を伸ばす試みとして、【遊び会議】という活動

にも挑戦。オニごっこやリレーなどの遊びのジャンルを選び、グループの中でどんな遊びをするか、ど

のようにみんなに説明するかなどを話し合います。そして、実際に子どもたちがスタッフ役となってル

ールを説明し、活動を進めました。相手に分かりやすく伝えるためにはどうすれば良いか考えること。

また、聞く側になったとき、どうすれば相手が話しやすい環境をつくれるのかを体験的に学ぶ良い機会

になったと思います。 

 

 

 

 

 

モノづくり、おやつづくりはやはり人気が高く、たくさんの子どもたちが参加をしてくれています。

リンゴを使ったおやつづくりでは、過去最高に並ぶほどの参加者数となりました。今回は春巻きの皮や

餃子の皮を使ってアップルパイ風にして食べることに。そのまま食べても本当に美味しいリンゴでした

が、自分たちで具を包んだり油で揚げたりなどの調理をして、みんなで食べるともっと美味しくなりま

した。子どもたちも「美味しい！」「自分のおうちでも作ってみる！」と話をしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月の活動で作ったふるさと玉手箱が、交流相手の学校から送られてきました。静岡県の清水江尻

小学校 6 年生のみなさんが作ってくれた玉手箱の中身に子どもたちも興味津々。送られてきた箱の中

には、七夕祭りの飾り物や紙粘土でできた模型、地域のコトを調べた手作り 

パンフレットなどが入っていました。担任の先生からのお手紙には「ふるさ 

とのイメージがぴったりな美しい自然に囲まれたところなんだろうな、とみ 

んなで想像しています」とあり、子どもたちがつくった玉手箱が、遠く離れ 

た静岡の子どもたちの手に届き、厚真町の PRに少しでも役に立っていたら 

良いなと思いました。子どもたちの好奇心をくすぐる面白い活動になったと 

思います。 
 

みんなで食べると美味しさ倍増☆ 


